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                               第４章．ソフトウエア

4-1. インストール

 本製品用のソフトウエアは３.５インチ（１.４４ＭＢ）ＦＤまたはＣＤに圧縮された形で格納

 されており、同メディア内のインストーラ“ＩＮＳＴＡＬＬ．ＥＸＥ”の実行により展開されま

 す。　なお、内容については充実・改良の目的で後日、追加・変更も有り得ます。  重要な変更

 については同メディア内のドキュメントファイルに記すこととします。

     【注】  本製品は量産システム向けの性格が強いので、省資源・コストダウンのために

           当ソフトウエア、および取扱説明書テキストを格納したサンプルディスクは標準

           添付されていません。  御注文時に添付を指定（無償）していただくか、または

           必要に応じて御注文（この場合は有料）ください。

　操作手順／ＦＤＤの場合　　        ◆インストール元：Ａドライブ、

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　        （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　　              の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞A：INSTALL□A：□C：【ENTER】

　操作手順／ＣＤＲＯＭの場合　　　　◆インストール元：Ｄドライブ（ＣＤＲＯＭ）

　　　　　　　　　　                ◆インストール先：Ｃドライブ（ＨＤＤ）

　　　　　 （□はスペース）　　　　　　　　　　　　　　　　               の場合で例示。

　　　　　　　　　　　              C:¥WINDOWS＞CD¥【ENTER】

　　　　　　　　　　　              C:¥＞CD□D:￥INSTALL￥ISA￥MFU￥MFU503【ENTER】

                                    C:¥＞D:INSTALL□D:□C:【ENTER】

　　　　　　　　　　各プログラムグループ（Ｃ，ＢＡＳＩＣ等）ごとにインストール実行

                  の有無を問うてきますから、【Ｙ】＝ｙｅｓ，【Ｎ】＝ｎｏ，で答える

                  だけで作業が進みます。

　　　　　　《注》　ＭＳ－ＤＯＳの環境変数“ＣＯＭＳＰＥＣ”が設定されていないか、

                  または正常に設定されていないと本インストール・プログラムの作業が

                  途中で停止してしまいます。　実行前に確認、または設定しておいてく

                  ださい。

　　　　　　　　 ＝ 設定例 ＝　ＣＯＭＭＡＮＤ．ＣＯＭがＣドライブの￥にある場合、

　　　　　　　　               ＞SET□COMSPEC＝C：￥COMMAND.COM【ENTER】

　　　　　　　　　　全ファイルをインストールした場合のディレクトリ構造は図４－１の

　　　　　　　　　ようになります。
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　　図４－１．インストール後のディレクトリ       ★　本図は原形です。　充実・改良の目的で後日、追加・変更も

                                                   有り得ます。

　　　　　￥

　　　　　｜

　　ＭＳＣＩＥＮＣＥ

　　　　　｜

          ｜

　　　　　｜－－ＢＯＡＲＤＴＳＴ －－－５０３ＱＢ１．ＥＸＥ：ＡＤ変換部の試運転・動作確認用プログラム
　　　　　｜　　　　　　　　　　　 ｜－５０３ＱＢ１．ＣＯＭ：英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する
　　　　　｜                       ｜

　　　　　｜                       ｜－５０３ＱＢ３．ＥＸＥ：ＰＭＣ・カウンタ部の試運転・動作確認用プログラム

　　　　　｜                       ｜－５０３ＱＢ３．ＣＯＭ：英語モードに切り替えた後、ＥＸＥを実行する

　　　　　｜

          ｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ５０３Ｃ－－－－ＭＩＣＲＯＳＦＴ．Ｈ： ＭＳ－Ｃ用ヘッダ
　　　　　｜　（各種Ｃサンプル）　｜－ＢＯＲＬＡＮＤ．Ｈ　　： ＴＵＲＢＯ－Ｃ，ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ用ヘッダ
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＭＦＵ５０Ｘ．Ｈ： 共通ヘッダ
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＩＮＴ５０３ＡＤ．Ｃ： ＡＤ変換／割り込み動作例  （外部イベントに同期）
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＰＯＬ５０３ＡＤ．Ｃ： ＡＤ変換／ポーリング動作例（外部イベントに同期）
　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜－ＭＮＬ５０３ＡＤ．Ｃ： ＡＤ変換／マニュアル動作例

          ｜                      ｜－ＩＮＴ５０３ＰＭ．Ｃ： ＰＭＣ・カウンタ／割り込み動作例
          ｜                      ｜－ＰＯＬ５０３ＰＭ．Ｃ： ＰＭＣ・カウンタ／ポーリング動作例
          ｜                      ｜－ＰＯＬ５０３ＭＦ．Ｃ： ＰＭＣ～ＡＤ変換の同期運転／ポーリング動作例

　　　　　｜

          ｜

　　　　　｜－－ＳＭＰ５０３Ｂ―――― ５０３ＱＢ１．ＢＡＳ： ＡＤ変換サンプル

　　　　　｜                       ｜－５０３ＱＢ２．ＢＡＳ： ＡＤ変換サンプル（外部イベントに同期）

　　　　　｜       Ｑｕｉｃｋ      ｜－５０３ＱＢ３．ＢＡＳ： ＰＭＣ・カウンタ制御サンプル

          ｜       Ｂａｓｉｃ      ｜－５０３ＱＢ４．ＢＡＳ： ＰＭＣ～ＡＤ変換の同期運転サンプル

　　　　　｜

          ｜

          ｜

　　　　　｜―― ＳＭＰ５０３ＶＢ ――― ＰＭＣ５０３．ＶＢＰ    ： パルスモータ制御プロジェクト

                                    ｜－ ＰＭＣ５０３．ＦＲＭ    ： パルスモータ制御実行フォーム

                   Ｖｉｓｕａｌ     ｜－ ＡＣＣ＿ＲＡＴＥ．ＦＲＭ： 加減速レート計算フォーム

                   Ｂａｓｉｃ       ｜

                                    ｜－ ＡＤ５０３．ＶＢＰ      ： ＡＤ変換実行プロジェクト

                                    ｜－ ＡＤ５０３．ＦＲＭ      ： ＡＤ変換実行フォーム

                                    ｜

                                    ｜－ ＤＲＩＶＥＲ．ＦＲＭ    ： ドライバ・フォーム

                                    ｜－ ＤＲＶＤＬＬ．ＢＡＳ    ： ＤＬＬ関数定義

                                    ｜－ ＭＦＵ５０３．ＢＡＳ    ： ハードウエア定義

      【注】  ＷＩＮＤＯＷＳ（ＮＴ／９５・９８／３.１）用の各汎用Ｉ／Ｏ制御ＤＬＬ、デバイスドライバは別途。
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 ――――――――――――  ＷＩＮＤＯＷＳドライバのインストール  ――――――――――――

     Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃサンプルで使用される汎用のＷＩＮＤＯＷＳ版Ｉ／Ｏ実行ＤＬＬ

   ＆デバイスドライバは前述の作業ではインストールされません。

     ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用はＷｉｎ９５フォルダにあり、

     ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ用はＷｉｎＮＴフォルダ中にあります。

     以下の作業でインストールしてください。

 《ＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８用》

      インストーラはありません。  手作業で適切なフォルダにコピーしてください。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、ドライバ本体： ￥ＷＩＮ９５￥ｓｙｓ￥ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ

                              汎用のＤＬＬ： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ

                              ドライバ説明： ￥ＷＩＮ９５￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

         （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９５です。

    ◆コピー先は：  ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９５のフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９５の

                  システムフォルダです。

 《ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ 4.0 用》

       インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定ユーティ

     リティ、サンプルプログラムもインスト―ルされます。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ

                              ドライバ本体：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？．ｓｙｓ

                              汎用のＤＬＬ：￥ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ

                ドライバ設定ユーティリティ：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ．ｅｘｅ

                              説明ファイル：￥ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

          （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥ＷｉｎＮＴです。

     【注１】？＝０～１５

【注２】   ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
 ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを

 用意しておき、インストール実行時に指定します。
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4-2. Ｑｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃのサンプル

   （１）ＡＤ変換動作のサンプル

   Ｑｕｉｃｋ-Ｂａｓｉｃ（4.5）用のサンプルプログラム“５０３ＱＢ１．ＢＡＳ”は基本的な

 ＢＡＳＩＣ文のみによる使用例です。  コーディングの詳細はソースのリストを御覧ください。

   なお本プログラムの実行形式“５０３ＱＢ１．ＥＸＥ”は試運転・動作確認用にもなります。

                 動作条件           Ｉ／Ｏベースアドレス、           図４－２Ａ．“５０３ＱＢ１”の

                 パラメータ設定     アナログ入出力範囲、                           フロー概要

                                     

                 デジタル出力        汎用２ＢＩＴ（ラッチ）出力値

                 データＫＥＹ入力

                デジタル出力実行

                                     

                                    《以下を連続・繰り返し実行する》

                 アナログ入力選択    ｃｈ０～３

                 ＆ＡＤスタート

                    ＡＤ変換

                    終了？             Ｎｏ

                         Ｙｅｓ

                  ＡＤデータの

                  読み込み・表示

                  デジタル入力       汎用２ＢＩＴ（現在値）入力

                  読み込み・表示

                 アナログ入力は

                 ４チャンネル分

      Ｎｏ            終了？

                         Ｙｅｓ

                 １行スクロール

    また、連続・繰り返し実行部分を外部イベント（ＩＮＴ入力）に同期して行うサンプル

  “５０３ＱＢ２．ＢＡＳ”もあります。／最高追従速度は約２ＫＨｚ／
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   （２）パルスモータ制御動作のサンプル

   Ｑｕｉｃｋ-Ｂａｓｉｃ（4.5）用のサンプルプログラム“５０３ＱＢ３．ＢＡＳ”は基本的な

 ＢＡＳＩＣ文のみによる使用例です。  コーディングの詳細はソースのリストを御覧ください。

   なお本プログラムの実行形式“５０３ＱＢ３．ＥＸＥ”は試運転・動作確認用にもなります。

                                  図４－２Ｂ．“５０３ＱＢ３”のフロー概要

　　　　　　ＲＵＮ

　　　システム条件設定　　◆Ｉ／Ｏベースアドレス、◆原点復帰モード、◆アラーム極性、

　　　 　　　　　　　　　 ◆ドライブユニット関連：パルス出力方式、出力論理。

　　　　　メニュー

　　　　　　　　　　　　 定速動作

　　　　　　　　　　　　 高速動作

　　　　　　　　　　　　 原点復帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以下は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３動作共通。

　　　　　　　　　　　ステータス表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 条件設定　　　　実際は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 動作ごとに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コーディング

　　　　　　　　　　　　　　停止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スタート

　　　　　　　　　　　　　　終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルス数、

　　　　　　　　　　  システム再設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当軸のステータス表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全軸の　　　　　　　　　 動作終了？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステータス表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 即停止　　　　　　　　　　　 　　　Ｙｅｓ

 【ＥＳＣ】キイで動作中止、メニューに戻る

   （３）パルスモータ制御～同期ＡＤ変換動作のサンプル

     “５０３ＱＢ４．ＢＡＳ”はパルスモータ駆動パルス出力をＩＮＴ入力で監視しながら、

     １ステップごとに１回ＡＤ変換するものです。  なお割り込みは使用していません。

       最高追従速度は約２ＫＨｚ（ＣＰＵ：Pentium／１００ＭＨｚの特定機にて）です。
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4-3. Ｃのサンプル

   （１）ＡＤ変換動作のサンプル

代表的な使用方法、アルゴリズムを具体化したサンプルソースがあります。  ＴＵＲＢＯ－Ｃ、

 ＢＯＲＬＡＮＤ－Ｃ、およびＭＳ－Ｃでコンパイルすることができます。

   以下、各ソースのフロー概要を記します。／ＡＤ変換の最高サイクル速度は約７ＫＨｚ／

  ①ＰＯＬ５０３ＡＤ．Ｃ                           ②ＩＮＴ５０３ＡＤ．Ｃ

    ソフト監視（ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ）で外部イベントを          外部イベントで割り込み処理ルーチンを

検出し、ＡＤ変換・表示します。                 起動、ここでＡＤ変換・表示します。

    図４－３Ａ．“ＰＯＬ５０３ＡＤ．Ｃ”フロー概要             図４－３Ｂ．“ＩＮＴ５０３ＡＤ．Ｃ”フロー概要

                 動作条件           Ｉ／Ｏベースアドレス、          動作条件           Ｉ／Ｏベースアドレス、

                 パラメータ設定     アナログ入出力範囲、            パラメータ設定     アナログ入出力範囲、

                                     

                                                                      ＰＩＣ前設定

                  指定回数終了？                                      割り込み許可

                                      Ｙｅｓ

                         Ｎｏ

                                             終了

                                                                                        （割り込み処理）

                                                                                         ４チャンネル分

                                                                                            ＡＤ変換

                  ＩＮＴ入力？            外部イベント検出

                                     Ｎｏ

                          Ｙｅｓ                                       データ表示

                                                               

                                        《ＡＤ変換・表示》                                Ｎｏ

                 アナログ入力選択                                    指定回数終了？

                 ＆ＡＤスタート            ｃｈ０～３

                                                                             Ｙｅｓ

                                                                      割り込み禁止

                    ＡＤ変換                                          ＰＩＣ後処理

                    終了？            Ｎｏ

                         Ｙｅｓ                                           終了

                  ＡＤデータの

                  読み込み・表示

                                                    ③ ＭＮＬ５０３ＡＤ．Ｃ

                 アナログ入力は                                  単純にＡＤ変換、デジタル入出力を実行する

                 ４チャンネル分                                例です。  簡単なので特にフロー図は示しませ

      Ｎｏ            終了？                                   ん。 ソースを御参照ください。

                         Ｙｅｓ

                 １行スクロール


